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｢歯磨き回数｣→ ｢DトS｣のパスが男性で成 り立つが,女性では成 り立たなかったこ
とか ら,男性において,歯磨き回数を多くするように指導することは歯肉炎の予防に
効果がある可能性がある.また,歯科医院-の定期来院を促すには,女性では知識 を
与えるだけでよいが,男性では知識を与えるほかに歯科に対す る態度を変える必要が
あると思われる.
